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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　６０重量パーセントから９０重量パーセントの１またはそれ以上のポリカーボネート、
および
　４０重量パーセントから少なくとも２０重量パーセントの、架橋されたメチルメタクリ
レートポリマーを含む添加剤
　を含む熱可塑性組成物であって、前記架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチル
メタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以
上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセント以下を含み、
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１８５～２３７ｎ
ｍであり、そして、前記架橋された（メタ）クリレートポリマーが９０℃～１１５℃のTg
（DSCにより測定、２回目の加熱）を有し、前記架橋された（メタ）クリレートポリマー
が鎖移動剤を含まず、ならびに
　前記熱可塑性組成物から生産される物品の硬度がＦより高い、熱可塑性組成物。
【請求項２】
　１またはそれ以上のポリカーボネートを選択すること、
　架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤であって、前記架橋された（メタ
）クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パ
ーセントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量
パーセント以下を含む添加剤を選択すること、
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　添加剤を１またはそれ以上の熱可塑性ポリマー中に溶融混練すること、
　それによって熱可塑性組成物を生産することを含む熱可塑性組成物の生産方法であって
、
　前記熱可塑性組成物が前記熱可塑性組成物の総重量を基準として６０から９０重量パー
セントの１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーおよび４０から少なくとも２０重量パーセ
ントの添加剤を含み、前記架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズ
が１８５～２３７ｎｍであり、そして、前記架橋された（メタ）クリレートポリマーが９
０℃～１１５℃のTg（DSCにより測定、２回目の加熱）を有し、前記架橋された（メタ）
クリレートポリマーが鎖移動剤を含まず、ならびに前記熱可塑性組成物から生産される物
品の硬度がＦより高い、生産方法。
【請求項３】
　６０から９０重量パーセントの１またはそれ以上のポリカーボネートと４０から少なく
とも２０重量パーセントの、架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤　との
溶融混合産物を含む熱可塑性組成物
　を含む物品であって、前記架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレ
ート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能
性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセント以下を含み、
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１８５～２３７ｎ
ｍであり、そして、前記架橋された（メタ）クリレートポリマーが９０℃～１１５℃のTg
（DSCにより測定、２回目の加熱）を有し、前記架橋された（メタ）クリレートポリマー
が鎖移動剤を含まず、ならびに物品の硬度がＦより高い、物品。
【請求項４】
　６０から９０重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーと４０から少なく
とも２０重量パーセントの、架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤
　との溶融混合産物を含む熱可塑性組成物であって、
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少
なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来
する０超から０．５重量パーセント以下を含み、
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１８５～２３７ｎ
ｍであり、そして、前記架橋された（メタ）クリレートポリマーが９０℃～１１５℃のTg
（DSCにより測定、２回目の加熱）を有し、前記架橋された（メタ）クリレートポリマー
が鎖移動剤を含まず、熱可塑性組成物を選択すること、ならびに
　前記熱可塑性組成物を硬度がＦより高い物品へと形成すること
　を含む物品の形成方法。
【請求項５】
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーが実質的にコモノマーを含まない、請求項
１に記載の熱可塑性組成物。
【請求項６】
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーが乳化重合反応により得られる、請求項１
に記載の熱可塑性組成物。
【請求項７】
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーが連鎖移動剤を含まない、請求項１に記載
の熱可塑性組成物。
【請求項８】
　前記添加剤が（Ａ）０超から０．５重量パーセント以下のＥＧＤＭＡ、または（Ｂ）０
超から０．１重量パーセント以下のＴＭＰＴＡを含む、請求項１に記載の熱可塑性組成物
。
【請求項９】
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーのＭｗが２．７×１０５から１．５×１０
６ｇ／ｍｏｌである、請求項１に記載の熱可塑性組成物。
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【請求項１０】
　前記熱可塑性組成物の硬度がＨまたはそれより高い、請求項１に記載の熱可塑性組成物
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は熱可塑性組成物、その生産方法およびそれから作製される物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　熱可塑性樹脂および熱可塑性樹脂のブレンドは、軽量、良好な機械的強度、熱安定性お
よび寸法安定性が必要とされる電子および光学物品の生産において用いられる。そのよう
なものとして、熱可塑物、例えばポリカーボネート（ＰＣ）など、ならびにポリカーボネ
ートのブレンド、例えばＰＣ／ＡＢＳおよびＰＣ／ＰＢＴなどは、広範囲の用途において
有用性が見出されている。
【０００３】
　いくつかのかかる熱可塑性樹脂は、しかしながら、鉛筆硬度Ｂグレードという低さの、
乏しい耐ひっかき性を呈する。乏しい耐ひっかき性はしばしば、少なくともＦ、好ましく
は少なくともＨの鉛筆硬度が必要とされる光学、自動車および電子産業における用途を包
含する多くの用途において、かかる樹脂の使用を制限する。ポリカーボネートの鉛筆硬度
を高めるための方法が開発されており、この方法は、例えばポリカーボネート系物品の表
面上でアクリルコーティングを硬化させることを包含する。成功裡に鉛筆硬度を高めるも
のの、この方法は、高価で制御が難しいことが多い付加的な工程を必要とする。鉛筆硬度
を改良するための別の方法は、ポリカーボネートと（メタ）クリレートとの、好ましくは
ポリメチルメタクリレート（ｐＭＭＡ）とのアロイを用いる。ポリメチルメタクリレート
の鉛筆硬度は２Ｈであるが、ｐＭＭＡは全ての加工条件下でポリカーボネートに適合する
わけではない。そのうえ、比較的高いレベルのポリ（メタ）クリレートポリマーおよび／
またはコポリマーが、ポリカーボネートに鉛筆硬度スケール上で少なくとも３レベルの硬
度上昇を与えるのに必要とされる。（メタ）クリレートコポリマーの使用を通じて適合性
を改良するための努力は適合性および透明性の向上をもたらしたが、耐ひっかき性の向上
は不十分であった。
【０００４】
　改変された熱可塑性組成物、とりわけ改変されたポリカーボネート系組成物であって、
改変されていない熱可塑性の、とりわけポリカーボネート系の組成物に対して鉛筆硬度ス
ケール上での硬度レベルが３またはそれ以上上昇している組成物へのニーズが存在するが
、これは、かかる改変された熱可塑性ポリカーボネート系樹脂をより幅広い範囲の用途に
おいて用いることができるようにするためである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、改良された耐ひっかき性を有する熱可塑性組成物、その生産方法およびそれ
から作製される物品を提供する。
【０００６】
　１つの実施形態において、本発明は、６０重量パーセントから９９重量パーセントの１
またはそれ以上の熱可塑性ポリマーおよび４０重量パーセントから１重量パーセントの、
架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤を含む熱可塑性組成物であって、架
橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも
９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超
から０．５重量パーセント未満を含み、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平
均粒子サイズが１．０ミクロン以下であり、ならびに耐ひっかき性のある熱可塑性組成物
から生産される物品の硬度がＦより高い、熱可塑性組成物を提供する。
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【０００７】
　本発明の別の実施形態は、１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーを選択すること、架橋
された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤であって、架橋された（メタ）クリレー
トポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントお
よび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセント
未満を含む添加剤を選択すること、添加剤を熱可塑性ポリマー中に溶融混練すること、そ
れによって熱可塑性組成物を生産することを含む熱可塑性組成物の生産方法であって、熱
可塑性組成物が熱可塑性組成物の総重量を基準として６０から９９重量パーセントの１ま
たはそれ以上の熱可塑性ポリマーおよび４０から１重量パーセントの添加剤を含み、架橋
された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以下であり、
ならびに耐ひっかき性のある熱可塑性組成物から生産される物品の硬度がＦより高い、生
産方法を提供する。
【０００８】
　本発明の別の実施形態は、６０から９９重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性
ポリマーと４０から１重量パーセントの、架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む
添加剤との溶融混合産物を含む熱可塑性組成物を含む物品であって、架橋された（メタ）
クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パー
セントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パ
ーセント未満を含み、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１
．０ミクロン以下であり、ならびに物品の硬度がＦより高い、物品を提供する。
【０００９】
　本発明の別の実施形態は、６０から９９重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性
ポリマーと４０から１重量パーセントの、架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む
添加剤との溶融混合産物を含む熱可塑性組成物であって、架橋された（メタ）クリレート
ポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントおよ
び１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセント未
満を含み、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロ
ン以下である、熱可塑性組成物を選択すること、ならびに前記熱可塑性組成物を硬度がＦ
より高い物品へと形成させることを含む、物品の形成方法を提供する。
【００１０】
　別の実施形態において、本発明は、６０重量パーセントから９９重量パーセントの１ま
たはそれ以上のポリカーボネートポリマーおよび４０重量パーセントから１重量パーセン
トの、架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤を含むポリカーボネート組成
物であって、架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来
する少なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマー
に由来する０超から０．５重量パーセント未満を含み、架橋された（メタ）クリレートポ
リマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以下であり、ならびに耐ひっかき性のある
ポリカーボネート組成物から生産される物品の硬度がＦより高い、ポリカーボネート組成
物を提供する。
【００１１】
　本発明の別の実施形態は、１またはそれ以上のポリカーボネートポリマーを選択するこ
と、架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤であって、架橋された（メタ）
クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パー
セントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パ
ーセント未満を含む添加剤を選択すること、添加剤を１またはそれ以上のポリカーボネー
トポリマー中に溶融混練すること、それによってポリカーボネート組成物を生産すること
を含むポリカーボネート組成物の生産方法であって、ポリカーボネート組成物がポリカー
ボネート組成物の総重量を基準として６０から９９重量パーセントの１またはそれ以上の
ポリカーボネートポリマーおよび４０から１重量パーセントの添加剤を含み、架橋された
（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以下であり、ならび
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に耐ひっかき性のある熱可塑性組成物から生産される物品の硬度がＦより高い、生産方法
を提供する。
【００１２】
　本発明の別の実施形態は、６０から９９重量パーセントの１またはそれ以上のポリカー
ボネートポリマーと４０から１重量パーセントの、架橋された（メタ）クリレートポリマ
ーを含む添加剤との溶融混合産物を含むポリカーボネート組成物を含む物品であって、架
橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも
９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超
から０．５重量パーセント未満を含み、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平
均粒子サイズが１．０ミクロン以下であり、ならびに物品の硬度がＦより高い、物品を提
供する。
【００１３】
　本発明の別の実施形態は、６０から９９重量パーセントの１またはそれ以上のポリカー
ボネートポリマーと４０から１重量パーセントの、架橋された（メタ）クリレートポリマ
ーを含む添加剤との溶融混合産物を含むポリカーボネート組成物であって、架橋された（
メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重
量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５
重量パーセント未満を含み、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイ
ズが１．０ミクロン以下である、ポリカーボネート組成物を選択すること、ならびに前記
ポリカーボネート組成物を硬度がＦより高い物品へと形成させることを含む、物品の形成
方法を提供する。
【００１４】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、架橋された（メタ
）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが５０から１０００ｎｍであることを除いて
前述の実施形態のいずれかに従って、提供する。
【００１５】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、架橋された（メタ
）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１００から７００ｎｍであることを除いて
前述の実施形態のいずれかに従って、提供する。
【００１６】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、架橋された（メタ
）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１５０から６００ｎｍであることを除いて
前述の実施形態のいずれかに従って、提供する。
【００１７】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、架橋された（メタ
）クリレートポリマーのＴｇが９０℃から１１５℃（ＤＳＣにより測定、２回目の加熱）
であることを除いて前述の実施形態のいずれかに従って、提供する。
【００１８】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、架橋された（メタ
）クリレートポリマーのＴｇが１０５℃から１１５℃（ＤＳＣにより測定、２回目の加熱
）であることを除いて前述の実施形態のいずれかに従って、提供する。
【００１９】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、架橋された（メタ
）クリレートポリマーのＴｇが１００℃から１３０℃（ＤＳＣにより測定、２回目の加熱
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）であることを除いて前述の実施形態のいずれかに従って、提供する。
【００２０】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、架橋された（メタ
）クリレートポリマーのＴｇが１００℃から１２５℃（ＤＳＣにより測定、２回目の加熱
）であることを除いて前述の実施形態のいずれかに従って、提供する。
【００２１】
　代替的実施形態において、本発明は、ポリカーボネート組成物、その生産方法、それか
ら作製される物品およびかかる物品の作製方法を、架橋された（メタ）クリレートポリマ
ーが乳化重合反応により得られることを除いて前述の実施形態のいずれかに従って、提供
する。
【００２２】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、架橋モノマーがジ
ビニルベンゼン；ビニル基を含有するモノマーならびにアリル（メタ）クリレート、ジア
リルフマレート、ジアリルフタレート、ジアリルアクリルアミド、トリアリル（イソ）シ
アヌレートおよびトリアリルトリメリテートを包含するアリル化合物；１，６－ヘキサン
ジオールジ（メタ）クリレート、（ポリ）エチレングリコールジ（メタ）クリレート、（
ポリ）プロピレングリコールジ（メタ）クリレート、（ポリ）テトラメチレングリコール
ジ（メタ）クリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）クリレート、ペンタエリス
リトールトリ（メタ）クリレート、ペンタエリスリトールジ（メタ）クリレート、トリメ
チロールプロパントリ（メタ）クリレート、ジペンタエリスリトールへキサ（メタ）クリ
レート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）クリレートおよびグリセロールトリ（メ
タ）クリレートを包含する（ポリ）アルキレングリコールジ（メタ）クリレート化合物な
らびにこれらの混合物および組み合わせを包含する芳香族架橋モノマーからなる群より選
択されることを除いて前述の実施形態のいずれかに従って、提供する。
【００２３】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、熱可塑性またはポ
リカーボネート性の組成物が難燃剤、抗菌剤、潤滑剤、熱安定化剤、酸化防止剤、光安定
化剤、相溶化剤、染料、無機添加剤、界面活性剤、核化剤、カップリング剤、充填剤、耐
衝撃性改良剤、着色料、安定化剤、スリップ剤、静電気防止化合物および顔料からなる群
より選択される１またはそれ以上の最終用途添加剤をさらに含むことを除いて前述の実施
形態のいずれかに従って、提供する。
【００２４】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、架橋された（メタ
）クリレートポリマーが連鎖移動剤を含まないことを除いて前述の実施形態のいずれかに
従って、提供する。
【００２５】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、１またはそれ以上
の熱可塑性またはポリカーボネート性のポリマーがポリカーボネート、ポリカーボネート
のブレンド、例えばＰＣ／ＡＢＳおよびＰＣ／ＰＢＴなど、ポリエステル（ＰＥＴ、ＰＢ
Ｔ）、ポリアミド、ポリスチレン、ポリ乳酸、これらのブレンドならびにこれらの組み合
わせからなる群より選択されることを除いて前述の実施形態のいずれかに従って、提供す
る。
【００２６】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、熱可塑性またはポ
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リカーボネート性の組成物が７０から９０重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性
またはポリカーボネートのポリマーおよび１０から３０重量パーセントの添加剤を含むこ
とを除いて前述の実施形態のいずれかに従って、提供する。
【００２７】
　代替的実施形態において、本発明は、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、添加剤が０超から
０．５重量パーセント以下のＥＧＤＭＡを含むことを除いて前述の実施形態のいずれかに
従って、提供する。
【００２８】
　代替的実施形態において、本発明は、ポリカーボネート性または熱可塑性の組成物、そ
の生産方法、それから作製される物品およびかかる物品の作製方法を、添加剤が０超から
０．１重量パーセント以下のＴＭＰＴＡを含むことを除いて前述の実施形態のいずれかに
従って、提供する。
【００２９】
　代替的実施形態において、本発明は、６０重量パーセントから９９重量パーセントの１
またはそれ以上の熱可塑性またはポリカーボネート性のポリマーおよび４０重量パーセン
トから１重量パーセントの、架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤から本
質的になる熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物であって、架橋された（メタ）ク
リレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセ
ントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パー
セント未満を含み、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．
０ミクロン以下であり、ならびに耐ひっかき性のある熱可塑性組成物から生産される物品
の硬度がＦより高い、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物を提供する。
【００３０】
　代替的実施形態において、本発明は、６０重量パーセントから９９重量パーセントの１
またはそれ以上の熱可塑性またはポリカーボネート性のポリマーおよび４０重量パーセン
トから１重量パーセントの、架橋された（メタ）クリレートポリマーから本質的になる添
加剤を含む熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物であって、架橋された（メタ）ク
リレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセ
ントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パー
セント未満を含み、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．
０ミクロン以下であり、ならびに耐ひっかき性のある熱可塑性組成物から生産される物品
の硬度がＦより高い、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物を提供する。
【００３１】
　本発明の別の実施形態は、１またはそれ以上の熱可塑性またはポリカーボネート性のポ
リマーを選択すること、架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤であって、
架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくと
も９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０
超から０．５重量パーセント未満を含む添加剤を選択すること、添加剤を１またはそれ以
上の熱可塑性またはポリカーボネート性のポリマー中に溶融混練すること、それによって
熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物を生産することから本質的になる熱可塑性ま
たはポリカーボネート性の組成物の生産方法であって、熱可塑性またはポリカーボネート
性の組成物が熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物の総重量を基準として６０から
９９重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性またはポリカーボネート性のポリマー
および４０から１重量パーセントの添加剤を含み、架橋された（メタ）クリレートポリマ
ーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以下であり、ならびに耐ひっかき性のある熱可
塑性またはポリカーボネート性の組成物から生産される物品の硬度がＦより高い、生産方
法を提供する。
【００３２】
　本発明の別の実施形態は、１またはそれ以上の熱可塑性またはポリカーボネート性のポ
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リマーを選択すること、架橋された（メタ）クリレートポリマーから本質的になる添加剤
であって、架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来す
る少なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに
由来する０超から０．５重量パーセント未満を含む添加剤を選択すること、添加剤を１ま
たはそれ以上のポリカーボネートポリマー中に溶融混練すること、それによって熱可塑性
またはポリカーボネート性の組成物を生産することを含む熱可塑性またはポリカーボネー
ト性の組成物の生産方法であって、熱可塑性またはポリカーボネート性の組成物が熱可塑
性またはポリカーボネート性の組成物の総重量を基準として６０から９９重量パーセント
の１またはそれ以上の熱可塑性またはポリカーボネート性のポリマーおよび４０から１重
量パーセントの添加剤を含み、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サ
イズが１．０ミクロン以下であり、ならびに耐ひっかき性のある熱可塑性またはポリカー
ボネート性の組成物から生産される物品の硬度がＦより高い、生産方法を提供する。
【００３３】
　本発明の別の実施形態は、６０から９９重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性
またはポリカーボネート性のポリマーと４０から１重量パーセントの、架橋された（メタ
）クリレートポリマーを含む添加剤との溶融混合産物を含む熱可塑性またはポリカーボネ
ート性の組成物から本質的になる物品であって、架橋された（メタ）クリレートポリマー
がメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントおよび１また
はそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセント未満を含み
、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以下で
あり、ならびに物品の硬度がＦより高い、物品を提供する。
【００３４】
　本発明の別の実施形態は、６０から９９重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性
またはポリカーボネート性のポリマーと４０から１重量パーセントの、架橋された（メタ
）クリレートポリマーを含む添加剤との溶融混合産物から本質的になる熱可塑性またはポ
リカーボネート性の組成物を含む物品であって、架橋された（メタ）クリレートポリマー
がメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントおよび１また
はそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセント未満を含み
、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以下で
あり、ならびに物品の硬度がＦより高い、物品を提供する。
【００３５】
　本発明の別の実施形態は、６０から９９重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性
またはポリカーボネート性のポリマーと４０から１重量パーセントの、架橋された（メタ
）クリレートポリマーを含む添加剤との溶融混合産物を含む熱可塑性またはポリカーボネ
ート性の組成物を含む物品であって、架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメ
タクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上
の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセント未満から本質的になり
、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以下で
あり、ならびに物品の硬度がＦより高い、物品を提供する。
【００３６】
　本発明の別の実施形態は、６０から９９重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性
またはポリカーボネート性のポリマーと４０から１重量パーセントの、架橋された（メタ
）クリレートポリマーを含む添加剤との溶融混合産物を含む熱可塑性またはポリカーボネ
ート性の組成物であって、架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレー
ト単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能性
架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセント未満を含み、架橋された（メタ）
クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以下である、熱可塑性または
ポリカーボネート性の組成物を選択すること、ならびに前記ポリカーボネート組成物を硬
度がＦより高い物品へと形成させることから本質的になる、物品の形成方法を提供する。
【００３７】
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　本発明の別の実施形態は、６０から９９重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性
またはポリカーボネート性のポリマーと４０から１重量パーセントの、架橋された（メタ
）クリレートポリマーを含む添加剤との溶融混合産物から本質的になる熱可塑性またはポ
リカーボネート性の組成物であって、架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメ
タクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上
の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセント未満を含み、架橋され
た（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以下である、熱可
塑性またはポリカーボネート性の組成物を選択すること、ならびに前記熱可塑性またはポ
リカーボネート性の組成物を硬度がＦより高い物品へと形成させることを含む、物品の形
成方法を提供する。
【００３８】
　本発明の別の実施形態は、６０から９９重量パーセントの１またはそれ以上のポリカー
ボネートポリマーと４０から１重量パーセントの、架橋された（メタ）クリレートポリマ
ーから本質的になる添加剤との溶融混合産物を含む熱可塑性またはポリカーボネート性の
組成物であって、架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に
由来する少なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノ
マーに由来する０超から０．５重量パーセント未満を含み、架橋された（メタ）クリレー
トポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以下である、熱可塑性またはポリカー
ボネート性の組成物を選択すること、ならびに前記ポリカーボネート組成物を硬度がＦよ
り高い物品へと形成させることを含む、物品の形成方法を提供する。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下の略語が本明細書中で用いられる。
「ＥＧＤＭＡ」はエチレングリコールジメタクリレートを意味し、
「ＴＭＰＴＡ」はトリメチロールプロパントリ（メタ）クリレートを意味し、
「ＮａＥＤＴＡ」はエチレンジアミンテトラ酢酸のナトリウム塩を意味し、
「ＭＭＡ」はメチルメタクリレートを意味し、および
「（メタ）クリレート」はアクリレートまたはメタクリレートを意味する。
【００４０】
　本発明は熱可塑性組成物、その生産方法およびそれから作製される物品を提供し、この
物品は耐ひっかき性が改良されている。
【００４１】
　本発明による熱可塑性組成物は、６０重量パーセントから９９重量パーセントの１また
はそれ以上の熱可塑性ポリマーおよび４０重量パーセントから１重量パーセントの、架橋
された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤を含み、ここで架橋された（メタ）クリ
レートポリマーはメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセン
トおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセ
ント未満を含み、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズは１．０
ミクロン以下であり、ならびに耐ひっかき性のある熱可塑性組成物から生産される物品の
硬度はＦより高い。
【００４２】
　本明細書中で用いられるように、用語「熱可塑性ポリマー」は、ポリカーボネート、ポ
リカーボネートのブレンド（例えばＰＣ／ＡＢＳおよびＰＣ／ＰＢＴなど）、ポリエステ
ル（例えばポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）など）およびポリブチレンテレフタレ
ート（ＰＢＴ）、ポリアミド、ポリスチレン、ポリ乳酸、これらのブレンドおよびこれら
の組み合わせからなる群より選択されるポリマーを意味する。
【００４３】
　本発明による熱可塑性組成物は、熱可塑性組成物の総重量を基準として６０重量パーセ
ントから９９重量パーセントの、１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーを含む。６０から
９９パーセントまでの全ての個々の値および部分範囲は本明細書の中に包含され、開示さ
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れる。例えば、１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーの総重量パーセントは、熱可塑性組
成物の総重量を基準として、下限の６０、６５、７０、７５、８０、８５、９０または９
５重量パーセントから上限の６５、７０、７５、８０、８５、９０、９５または９９重量
パーセントまでであることができる。例えば、１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーの重
量パーセントは、熱可塑性組成物の総重量を基準として６０から９９重量パーセントの範
囲であってもよく、または代わりに、１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーの重量パーセ
ントは６０から９０重量パーセントの範囲であってもよく、または代わりに、１またはそ
れ以上の熱可塑性ポリマーの重量パーセントは６５から７５重量パーセントの範囲であっ
てもよい。
【００４４】
　本発明の熱可塑性組成物は、熱可塑性組成物の総重量を基準として１から４０重量パー
セントの、１またはそれ以上の架橋されたメチルメタクリレートポリマーを含む添加剤を
さらに含み、ここでメチルメタクリレートポリマーはメチルメタクリレート単位に由来す
る少なくとも９９．５重量パーセントを含む。１から４０パーセントまでの全ての個々の
値および部分範囲は本明細書の中に包含され、開示される。例えば、添加剤の重量パーセ
ントは、熱可塑性組成物の総重量を基準として、下限の１、１０、２０、３０または３５
重量パーセントから上限の１０、２０、３０または４０重量パーセントまでであることが
できる。例えば、添加剤の重量パーセントは、ポリカーボネート組成物の総重量を基準と
して１から４０重量パーセントの範囲であってもよく、または代わりに、添加剤の重量パ
ーセントは１０から４０重量パーセントの範囲であってもよく、または代わりに、添加剤
の重量パーセントは２５から３５重量パーセントの範囲であってもよい。
【００４５】
　添加剤は１またはそれ以上の架橋されたメチルメタクリレートポリマーを含み、ここで
１またはそれ以上の架橋されたメチルメタクリレートポリマーはメチルメタクリレート単
位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントを含む。少なくとも９９．５重量パーセ
ントからである全ての個々の値は本明細書の中に包含され、開示される。例えば、添加剤
中のメチルメタクリレート単位の重量パーセントは、添加剤の総重量を基準として９９．
５、９９．６、９９．７、９９．８または９９．９重量パーセント以上であることができ
る。
【００４６】
　添加剤は、１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超および０．５パー
セント以下をさらに含む。与えられる重量パーセント範囲は、１より多い架橋剤が存在す
る場合、全てのかかる架橋モノマーの組み合わせについてのものである。１またはそれ以
上の架橋モノマーの重量パーセントは、添加剤の総重量を基準として、下限の０．０００
５、０．００１、０．００５、０．０１、０．２、０．３、０．４または０．４９重量パ
ーセントから上限の０．００１、０．０１、０．１、０．２、０．３、０．４または０．
５重量パーセントまでであることができる。例えば、１またはそれ以上の架橋モノマーの
重量パーセントは、添加剤の総重量を基準として０．０００５から０．５重量パーセント
の範囲であってもよく、または代わりに、１またはそれ以上の架橋モノマーの重量パーセ
ントは０．００１から０．４重量パーセントの範囲であってもよく、または代わりに、１
またはそれ以上の架橋モノマーの重量パーセントは０．００５から０．２重量パーセント
の範囲であってもよい。架橋モノマーは、重合反応に参加する能力がある２またはそれ以
上の反応基を持つモノマーである。好例の架橋モノマーとしては、ジビニルベンゼン；ビ
ニル基を含有するモノマーならびにアリル（メタ）クリレート、ジアリルフマレート、ジ
アリルフタレート、ジアリルアクリルアミド、トリアリル（イソ）シアヌレートおよびト
リアリルトリメリテートを包含するアリル化合物；エチレングリコールジメタクリレート
（ＥＧＤＭＡ）、ジエチレングリコールジメタクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ
（メタ）クリレート、（ポリ）エチレングリコールジ（メタ）クリレート、（ポリ）プロ
ピレングリコールジ（メタ）クリレート、（ポリ）テトラメチレングリコールジ（メタ）
クリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）クリレート、ペンタエリスリトールト
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リ（メタ）クリレート、ペンタエリスリトールジ（メタ）クリレート、トリメチロールプ
ロパントリ（メタ）クリレート（ＴＭＰＴＡ）、ジペンタエリスリトールへキサ（メタ）
クリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）クリレートおよびグリセロールトリ
（メタ）クリレートを包含する（ポリ）アルキレングリコールジ（メタ）クリレート化合
物ならびにこれらの混合物および組み合わせが挙げられるが、これらに限定されるもので
はない。１つの実施形態において、架橋モノマーはＥＧＤＭＡである。代替的実施形態に
おいて、架橋モノマーはＴＭＰＴＡである。
【００４７】
　添加剤のうちの架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズは１．０
ミクロン以下である。１．０ミクロン以下からである全ての個々の値および部分範囲は本
明細書の中に包含され、開示される。例えば、架橋された（メタ）クリレートポリマーの
体積平均粒子サイズは、下限の５０、１００または１５０ｎｍから上限の６００、７００
または１，０００ｎｍまでであることができる。例えば、架橋された（メタ）クリレート
ポリマーの体積平均粒子サイズは５０から１０００ｎｍの範囲であってもよく、または代
わりに、架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズは１００から７０
０ｎｍの範囲であってもよく、または代わりに、架橋された（メタ）クリレートポリマー
の体積平均粒子サイズは１５０から６００ｎｍの範囲であってもよく、または代わりに、
架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズは１５０から２５０ｎｍの
範囲であってもよい。
【００４８】
　本発明のいくつかの実施形態において、架橋された（メタ）クリレートポリマーのガラ
ス転移温度（Ｔｇ）は９０℃から１３０℃（ＤＳＣにより測定、２回目の加熱）である。
９０℃から１３０℃までの全ての個々の値および部分範囲は本明細書の中に包含され、開
示される。例えば、架橋された（メタ）クリレートポリマーのＴｇ（ＤＳＣにより測定、
２回目の加熱）は下限の９０、９５、１００、１０５、１１０、１１５、１２０または１
２５℃から上限の９５、１００、１０５、１１０、１１５、１２０、１２５または１３０
℃までであることができる。例えば、架橋された（メタ）クリレートポリマーのＴｇは９
０から１３０℃の範囲であってもよく、または代わりに、架橋された（メタ）クリレート
ポリマーのＴｇは９５から１２５℃の範囲であってもよく、または代わりに、架橋された
（メタ）クリレートポリマーのＴｇは１００から１２０℃の範囲であってもよい。
【００４９】
　本発明のいくつかの実施形態において、架橋された（メタ）クリレートポリマーは乳化
重合プロセスにより得られる。
【００５０】
　本発明の熱可塑性組成物から作製される物品の硬度はＦより高い。Ｆより高い全ての個
々の値および部分範囲は本明細書の中に包含され、開示される。例えば、硬度はＦより高
くてもよく、または代わりに、硬度はＨ以上であってもよく、または代わりに、硬度は２
Ｈ以上であってもよい。本明細書中で用いられるように、用語「硬度」とは下記のように
測定される鉛筆硬度をいう。
【００５１】
　熱可塑性組成物を生産するプロセスにおいて、１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーお
よび添加剤は、例えばＨａａｋｅミキサー、Ｂａｎｂｕｒｙミキサーまたは押出機、例と
して２軸押出機によって溶融混練される。いくつかの実施形態において、添加剤は物理的
に、および好ましくは均一に、１またはそれ以上の熱可塑性ポリマー中に分散される。
【００５２】
　本発明の熱可塑性組成物は１またはそれ以上の最終用途添加剤をさらに包含することが
でき、これら最終用途添加剤としては静電気防止剤、抗菌剤、カラーエンハンサー（colo
r enhancer）、染料、着色料、潤滑剤、充填剤、難燃剤、熱安定化剤、顔料、一次酸化防
止剤、二次酸化防止剤、加工助剤、ＵＶ安定化剤、界面活性剤、核化剤、カップリング剤
、相溶化剤、スリップ剤、混和材（admixture）、ハードコーティング（hard coating）
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、耐衝撃性改良剤ならびにこれらのブレンドおよびこれらの組み合わせが挙げられるが、
これらに限定されるものではない。
【００５３】
　本発明の熱可塑性組成物は任意の量の上記添加剤を含有することができる。本発明の熱
可塑性組成物は、かかる添加剤を包含する本発明の熱可塑性組成物の重量を基準として、
かかる添加剤の総重量で０から２０パーセントを含むことができる。約０から約２０重量
パーセントまでの全ての個々の値および部分範囲は本明細書の中に包含され、開示される
。例えば本発明の熱可塑性組成物は、かかる添加剤を包含する本発明の熱可塑性組成物の
重量を基準として、添加剤の総重量で０から７重量パーセントを含んでもよく、または代
わりに、添加剤の総重量は０から１０重量パーセントの範囲であってもよく、または代わ
りに、添加剤の総重量は０から５重量パーセントの範囲であってもよく、または代わりに
、添加剤の総重量は０から１３重量パーセントの範囲であってもよく、または代わりに、
添加剤の総重量は０から２０重量パーセントの範囲であってもよく、または代わりに、添
加剤の総重量は２から８重量パーセントの範囲であってもよく、または代わりに、添加剤
の総重量は５から１０重量パーセントの範囲であってもよい。
【００５４】
　本明細書中で開示される熱可塑性組成物は、自動車、建設、医療、飲食品、電気器具、
事務機器および消費者向けの市場用の耐久物品を製造するのに用いることが可能である。
いくつかの実施形態において、熱可塑性組成物は、玩具、コンピュータのハウジング、コ
ンピュータおよび／または電子デバイス、例えばハンドヘルド（handheld）の個人用デバ
イス、携帯音楽プレーヤー、ラップトップコンピュータなど、家庭用機器、動力工具のハ
ウジング、自動車のバンパー、詰め替えのウォーターボトル、事務用品および台所用品か
ら選択される耐久部品または耐久物品を製造するのに用いられる。加えて、本発明の熱可
塑性組成物を消費材およびスポーツ用品に形成することもできる。
【００５５】
　熱可塑性組成物は、公知のポリマープロセスを使用してこれらの耐久部品または耐久物
品を調製するのに用いることが可能であり、このプロセスは例えば押出（例としてシート
押出および異形押出）、成形（例として射出成形、回転成形およびブロー成形）ならびに
ブローフィルムプロセスおよびキャストフィルムプロセスなどである。一般的に、押出は
ポリマーが軸に沿って高温高圧領域を連続的に進むプロセスであって、この領域において
ポリマーは溶融、圧縮され、最終的にダイ（die）を通じて押し出される。押出機は、単
軸押出機、多軸押出機、ディスク押出機またはラム押出機であることが可能である。ダイ
はフィルムダイ、ブローフィルムダイ、シートダイ、パイプダイ、チュービングダイまた
は異形押出ダイであることが可能である。
【００５６】
　射出成形はまた、様々な用途のための種々のプラスチック部品を製造するのにも広く用
いられる。一般的に、射出成形はポリマーが溶融されて高圧で鋳型中に射出されるプロセ
スであって、この鋳型は所望の形状が逆になったもので、所望の形状およびサイズの部品
を形成するためのものである。鋳型は金属、例えば鋼鉄およびアルミニウムなどから作製
可能である。
【００５７】
　成形は一般にポリマーが溶融されて鋳型中に導かれるプロセスであって、この鋳型は所
望の形状が逆になったもので、所望の形状およびサイズの部品を形成するためのものであ
る。成形は無圧または圧力補助であることが可能である。
【００５８】
　回転成形は、中空プラスチック製品を生産するのに一般に用いられるプロセスである。
付加的な後成形（post-molding）操作を用いることにより、複合成分を他の成形および押
出技術と同じように効果的に生産可能である。回転成形は、加熱、溶融、シェーピング（
shaping）および冷却段階の全てがポリマーが鋳型中に設置された後に起こり、それ故に
形成の間は外圧が適用されない点で他の加工方法と異なる。
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【００５９】
　ブロー成形は、中空プラスチック容器を作製するのに用いることが可能である。プロセ
スは、柔らかくしたポリマーを鋳型中央に設置すること、ブローピンを使用してポリマー
を鋳型壁に対して膨張させること、および冷却することにより製品を固化させることを包
含する。ブロー成形には３つの一般的なタイプがあり、これらは押出ブロー成形、射出ブ
ロー成形および延伸ブロー成形である。射出ブロー成形は、押出できないポリマーを加工
するのに用いることが可能である。延伸ブロー成形は、ブローが難しい結晶性ポリマーお
よび結晶化可能なポリマー、例えばポリプロピレンなどに用いることが可能である。
【００６０】
　本発明のいくつかの実施形態において、熱可塑性組成物は２３０℃以上の温度で加工さ
れる。２３０℃以上の全ての個々の値および部分範囲は本明細書の中に包含され、開示さ
れる。例えば、本発明の熱可塑性組成物は２３０℃以上の温度で加工されてもよく、また
は代わりに、本発明の熱可塑性組成物は２５０℃以上の温度で加工されてもよく、または
代わりに、本発明の熱可塑性組成物は２７０℃以上の温度で加工されてもよく、または代
わりに、本発明の熱可塑性組成物は２９０℃以上の温度で加工されてもよく、または代わ
りに、本発明の熱可塑性組成物は３００℃以上の温度で加工されてもよい。例えば、熱可
塑性組成物は２３０から３００℃の温度で加工されてもよく、または代わりに、本発明の
熱可塑性組成物は２８０から３５０℃の範囲の温度で加工されてもよく、または代わりに
、本発明の熱可塑性組成物は２８０から３２５℃の範囲の温度で加工されてもよい。
【実施例】
【００６１】
　以下の例は本発明を説明するが、本発明の範囲を限定することは意図されない。本発明
の例は、本発明の組成物、改変されたポリカーボネート組成物が改変されていないポリカ
ーボネートに対して耐ひっかき性を呈することを実証する。
【００６２】
　以下の乳化重合プロセスを、ポリカーボネート組成物発明実施例の調製において用いら
れる添加剤を調製するのに用いた。
【００６３】
発明実施例１において用いられる添加物の調製
　１６００グラムの脱イオン水、０．１５グラムのＮａＥＤＴＡ（エチレンジアミンテト
ラ酢酸のナトリウム塩）および０．０６グラムの硫酸鉄７水和物を５リットルの丸底ガラ
ス反応器にチャージした。ガラス反応器中の混合物を窒素注入しながら３０分間、１００
ｒｐｍで撹拌して７５℃に加熱し、その後に５０グラム水中の０．６グラムのナトリウム
ジチオナイトを添加した。ガラス反応器中の混合物を７５（±２）℃で維持した。（１）
１５００グラムのメチルメタクリレート、０．０１８グラムのエチレングリコールジメタ
クリレート（ＥＧＤＭＡ）、および２０７グラムのナトリウムドデシルベンゼンスルホネ
ート（１０％溶液）を７２０グラムの水中で混合することにより調製されたモノマーのエ
マルジョンを、次いでガラス反応器中に４時間かけて供給した。発明実施例および比較例
の場合、可変量のＥＧＤＭＡまたはＴＭＰＴＡ架橋剤をこのモノマーエマルジョン混合物
に添加した。同時に、（２）４．５グラムのナトリウムパーサルフェートを５０グラムの
水に溶解した溶液を、ガラス反応器中に５時間かけて供給した。すなわち、成分（２）の
供給を、モノマーエマルジョンの供給終了後、１時間続けた。成分（１）および（２）の
供給の間、ガラス反応器中の混合物の温度を７５±２℃に維持した。成分（１）～（２）
の全てをガラス反応器中に供給した後、ガラス反応器中の混合物、ラテックスの温度を６
０℃に低下させ、７．５グラムのＩｒｇａｎｏｘ　１０７６粉末を添加した。ラテックス
をその温度で３０分間保持し、その後に４０℃に冷却した。ラテックスのｐＨを次いで６
．８から７．０に調整したが、これは最初に（総ポリマー量を基準として）０．２重量％
のリン酸一ナトリウム溶液（１０％溶液）を、次いで（総ポリマー量を基準として）０．
６重量％のリン酸二ナトリウム溶液（１０％溶液）を、一滴ずつ、ｐＨが所望の範囲内に
至るまで添加することにより行った。ラテックスを次いで濾過し、含水量が＜０．５重量
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パーセントになるまで凍結乾燥することにより分離した。体積平均粒子サイズを動的光散
乱によって測定し、１５２ｎｍであることを見出した。発明実施例２～６は、表１中に詳
細に示すようにＥＤＭＡの重量パーセントを変えた以外は、上記の一般的な方法を用いて
調製した。発明実施例７～９は、ＴＭＰＴＡを架橋モノマーとして用い、表１中にまた詳
細に示すように重量パーセントを変えた以外は、上記の一般的な方法を用いて調製した。
【００６４】
　発明実施例の各々は、添加剤をＬＥＸＡＮ　１４３（ＳＡＢＩＣ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｖ
ｅ　Ｐｌａｓｔｉｃｓから入手可能であるビスフェノールＡ系のポリカーボネート樹脂）
と、２軸押出機中、２８０℃で溶融混合することにより調製した。結果として得られるス
トランド（strand）をペレット化し、２９０℃で３ｍｍ厚の板（plaque）へと射出成形し
、成形温度は９０℃を使用した。表１は、ポリカーボネート組成物発明実施例の各々につ
いての組成および硬度、ならびに発明実施例の各々のうちの架橋されたメタクリレートポ
リマー成分の分子量（グラム／モルでのＭｗ）および体積平均粒子サイズ（ＰＳ）を提供
する。
【００６５】
　比較例１は、添加剤を伴わないＬｅｘａｎ　１４３のみから形成される板である。比較
例２は、２０％のレベルでポリカーボネートとブレンドされた架橋されていないポリメチ
ルメタクリレートポリマー（ＭＷ＝１４，０００ｇ／ｍｏｌ）から形成される板である。
比較例３～４は架橋モノマーＥＧＤＭＡを、比較例５は架橋モノマーＴＭＰＴＡを、添加
剤の総重量を基準として各々０．５重量パーセントより高レベルで包含する。ポリカーボ
ネート組成物比較例の各々についての組成および硬度、ならびに比較例３～５の各々のう
ちの架橋された（メタ）クリレートポリマー成分の分子量（グラム／モルでのＭｗ）およ
び体積平均粒子サイズ（ＰＳ）を表２中に示す。
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【表２】

 
【００６６】
試験方法
硬度
　本明細書中で用いられる硬度とは、ＡＳＴＭ　Ｄ３３６３－０５「Standard Test Meth
od for Film Hardness by Pencil Test」およびＩＳＯ１５１８４に従って決定される硬
度をいう。ＡＳＴＭ　Ｄ３３６３法のため、Ｗｏｌｆｆ　Ｗｉｌｂｏｒｎｅ鉛筆ひっかき
硬度キット（フロリダ州ポンパノビーチにあるＧａｒｄｃｏから入手可能である）。鉛筆
ホルダーの重量は２０００グラムであって、鉛筆は８５０グラムの力を及ぼす。ＫＵＭの
自動ロングポイント鉛筆削りを使用して削った三菱鉛筆を用いた。３×５０×５０ｍｍの
寸法を有する板の形状をした射出成形の試験検体上で行った以外は、この標準試験に従っ
た。鉛筆を４５°の角度で保持し、板の表面を横切ってオペレータから引き離したが、こ
れは最も軟らかい鉛筆から始めた。基材の硬度は、表面にひっかき傷を作らなかった最も
硬い鉛筆の硬度として報告される。
【００６７】
粒子サイズ
　体積平均粒子サイズを、非常に薄い濃度のラテックス（０．００１％固形分に希釈）上
で、動的光散乱（１５°および９０°の散乱角）およびレーザー光源を利用したＢＩ　９
０（Ｂｒｏｏｋｈａｖｅｎ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ、ホルツビル、ニューヨーク州）粒
子サイズ検出器を使用して測定した。シグナルをフォトダイオードアレイにより検出し、
データを内蔵の相関器を使用して分析する。結果として得られるラテックスの体積平均粒
子サイズを１２５～３００ｎｍの範囲内で測定した。
【００６８】
ＧＰＣ分子量
　本明細書中で用いられる用語「分子量」とは、狭分子量のポリスチレン標準物質に対す
る、テトラヒドロフラン溶媒中、２５℃でのゲル浸透クロマトグラフィーにより、Ｐｏｌ
ｙｍｅｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓのデータ操作ソフトウェアを用いて決定されるピー
ク平均分子量をいう。
【００６９】
　本発明はその趣旨および本質的な特質から逸脱することなく他の形式で実施され得るも
のであり、したがって、参照は、前述の明細書よりむしろ、本発明の範囲を示す添付の特
許請求の範囲に対してなされるべきである。
　本願は以下の発明に係るものである。
（１）
　６０重量パーセントから９９重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性ポリマー、
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および
　４０重量パーセントから１重量パーセントの、架橋されたメチルメタクリレートポリマ
ーを含む添加剤
　を含む熱可塑性組成物であって、前記架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチル
メタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以
上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセント未満を含み、
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以
下であり、ならびに
　前記熱可塑性組成物から生産される物品の硬度がＦより高い、
熱可塑性組成物。
（２）
　１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーを選択すること、
　架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤であって、前記架橋された（メタ
）クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少なくとも９９．５重量パ
ーセントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量
パーセント未満を含む添加剤を選択すること、
　添加剤を１またはそれ以上の熱可塑性ポリマー中に溶融混練すること、
　それによって熱可塑性組成物を生産すること
を含む熱可塑性組成物の生産方法であって、
　前記熱可塑性組成物が前記熱可塑性組成物の総重量を基準として１０から９９重量パー
セントの１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーおよび８０から１重量パーセントの添加剤
を含み、前記架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミク
ロン以下であり、ならびに前記熱可塑性組成物から生産される物品の硬度がＦより高い、
生産方法。
（３）
　１０から９９重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーと８０から１重量
パーセントの、架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤
　との溶融混合産物を含む熱可塑性組成物
　を含む物品であって、前記架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレ
ート単位に由来する少なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能
性架橋モノマーに由来する０超から０．５重量パーセント未満を含み、
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以
下であり、ならびに物品の硬度がＦより高い、物品。
（４）
　１０から９９重量パーセントの１またはそれ以上の熱可塑性ポリマーと８０から１重量
パーセントの、架橋された（メタ）クリレートポリマーを含む添加剤
　との溶融混合産物を含む熱可塑性組成物であって、
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーがメチルメタクリレート単位に由来する少
なくとも９９．５重量パーセントおよび１またはそれ以上の多官能性架橋モノマーに由来
する０超から０．５重量パーセント未満を含み、
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１．０ミクロン以
下である、熱可塑性組成物を選択すること、ならびに
　前記熱可塑性組成物を硬度がＦより高い物品へと形成すること
　を含む物品の形成方法。
（５）
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが５０から１０００
ｎｍである、上記（１）から（４）のいずれか一項に記載の熱可塑性組成物、生産方法、
物品または形成方法。
（６）
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１００から７００
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物品または形成方法。
（７）
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーが実質的にコモノマーを含まない、上記（
１）から（６）のいずれか一項に記載の熱可塑性組成物、生産方法、物品または形成方法
。
（８）
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーのＴｇが９０℃から１１５℃（ＤＳＣによ
り測定、２回目の加熱）である、上記（１）から（７）のいずれか一項に記載の熱可塑性
組成物、生産方法、物品または形成方法。
（９）
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーのＴｇが１００℃から１３０℃（ＤＳＣに
より測定、２回目の加熱）である、上記（１）から（８）のいずれか一項に記載の熱可塑
性組成物、生産方法、物品または形成方法。
（１０）
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーが乳化重合反応により得られる、上記（１
）から（９）のいずれか一項に記載の熱可塑性組成物、生産方法、物品または形成方法。
（１１）
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーが連鎖移動剤を含まない、上記（１）から
（１０）のいずれか一項に記載の熱可塑性組成物、生産方法、物品または形成方法。
（１２）
　前記添加剤が（Ａ）０超から０．５重量パーセント以下のＥＧＤＭＡ、または（Ｂ）０
超から０．１重量パーセント以下のＴＭＰＴＡを含む、上記（１）から（１１）のいずれ
か一項に記載の熱可塑性組成物、生産方法、物品または形成方法。
（１３）
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーの体積平均粒子サイズが１５０から３００
ｎｍである、上記（１）から（１２）のいずれか一項に記載の熱可塑性組成物、生産方法
、物品または形成方法。
（１４）
　前記架橋された（メタ）クリレートポリマーのＭｗが２．７×１０５から１．５×１０
６ｇ／ｍｏｌである、上記（１）から（１３）のいずれか一項に記載の熱可塑性組成物、
生産方法、物品または形成方法。
（１５）
　前記熱可塑性組成物の硬度がＨまたはそれより高い、上記（１）から（１４）のいずれ
か一項に記載の熱可塑性組成物、生産方法、物品または形成方法。
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